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導入編 都市計画マスタープランとは

4

都市計画マスタープランの位置づけ

◎都市計画法◎他法令 
・市町村基本構想 
 （地方自治法第2条 4項） 
・国土利用計画 市町村計画 
 （国土利用計画法8条）等 

都市計画区域（第5条） 

都市計画区域の整備、開発 
及び保全の方針 
（第6条の2） 

市町村都市計画マスタープラン
市町村の都市計画に関する基本的な方針（第18条の 2） 

まちづくりの個別計画・事業

地域地区 
（第8条） 

都市施設 
（第11条） 

市街地開発事業 
（第 12条） 

地区計画等 
（第 12条の 4） 

促進区域 
（第 10条の 2） 
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導入編 都市計画マスタープランとは
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導入編 山県市の概況
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山県市の位置

郡上市

本巣市

山県市
美濃市

関市
北方町

岐阜市

瑞穂市

  

  

  

○面積：222.04km2

○位置：東経136度 47分 04秒（市役所） 
    北緯 35度 30分 08秒（市役所） 
○海抜：28.26m（市役所） 
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導入編 山県市の概況

12

30,951

45

7

12

9,098

1

  人口・世帯数の推移

（資料：国勢調査）

0

14 15 15

64 66 65

19

12

  年齢別構成比の推移

（資料：国勢調査）
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導入編 山県市の概況

12

52 15,959
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  就業者数の推移

14

327 1,710

256

10

 商業の推移

区 分 H3 H6 H9 H11 H14 

商店数 379 340 348 347 327 

従業者数 1,128 1,253 1,375 1,772 1,710 

販売額 20,753 19,014 25,462 23,934 24,249 

        （単位：人、百万円  資料：商業統計） 

10

 工業の推移

（資料：国勢調査）

区 分 H3 H6 H9 H11 H14 

事業所数 269 257 263 250 253 

従業者数 3,436 3,419 3,516 3,439 3,467 

 

出荷額 62,527 64,033 64,140 63,968 62,903 

       （単位：人、百万円  資料：工業統計） 
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導入編 山県市の概況

区 分 年間利用者数 

四国山香りの森公園 30,148 

ふるさと栗祭り 40,000 

伊自良湖 41,340 

伊自良キャンプ場 2,785 

伊自良青少年の家 17,196 

伊自良湖夏祭り 3,000 

釜ヶ谷 6,170 

古田紹欽記念館 － 

平和観音 1,950 

グリーンプラザみやま 17,897 

八朔川祭り 1,500 

ほたる祭り 8,000 

ふれあいバザール 106,952 

 

ふるさと健康祭り 13,000 
       （単位：人  資料：H15都市計画基礎調査等） 

大別 種類 指定区分 備考 

建造物 
国指定1 
市指定4 

白山神社拝殿、十五神社本
殿、大福寺観音堂等 

古墳 市指定13 唐鋤古墳、甘南美寺古墓等 

城跡 市指定1 
四国堀跡（大桑城下町遺跡
関連） 

史跡 

史跡 市指定1 宗玄塚 

植物 
県指定1 
市指定15 

甘南美寺のサクラ、逸見杉、
おなみ桜等 天然 

記念物 
魚類 市指定1 ハリヨの生息地 

 

構造物 建造物 市指定1 日比野家萱葺住宅 

                （資料：H15都市計画基礎調査等）
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導入編 山県市の概況

 土地利用現況

 土地利用現況図

区 分 行政区域 
都市計画 
区域 

用途地域 

田 982  577  72  
畑 420  168  18  

採草放牧地 0  0  0  
山林 18,872  2,334  4  
原野 238  50  7  

水面･河川･水路 163  44  10  
道路用地 346  158  40  
鉄道用地 0  0  0  
住宅用地 501  256  95  
商業用地 76  39  19  
工業用地 81  36  9  
公園用地 37  16  2  
学校用地 27  12  6  
公共用地 41  23  11  
その他 418  206  21  

 

合 計 22,202  3,920  315  

（単位：ha 資料：H15都市計画基礎調査）
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山林 
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水面・河川・水路 
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公園用地 

学校用地 
公共用地 
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旧行政区域界 
用途地域界 
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導入編 山県市の概況
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導入編 山県市の概況

6 10.36km

 

 

 

 

 

16 6

自動車専用道路 幹線街路 
区 分 

計画 改良済 計画 改良済 

 

総延長 5.09 0 10.36 1.27 

          （単位：km 資料：H15都市計画年報） 

※都市計画道路は
国・県道と重複
している場合が
あります。

自動車専用道路
国道
主要地方道
一般県道
都市計画道路
主要な河川

幹線道路網

都市計画道路の整備状況（H15 現在）
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導入編 山県市の概況

  主要な公共公益施設

 

 

区 分 名称 

山県市役所（旧高富町役場） 

山県警察署 官公庁施設 

山県市消防本部・山県市南消防署 

高富中央公民館 
文化・体育施設 

山県市総合運動場 

保健福祉ふれあいセンター 
福祉施設 

高富老人福祉センター 

高富小学校 

富岡小学校 

梅原小学校 

桜尾小学校 

大桑小学校 

高
富
地
域 

教育施設 

高富中学校 

伊自良支所（旧伊自良村役場） 
官公庁施設 

伊自良駐在所 

古田紹欽記念館・花咲きホール 

伊自良中央公民館 

伊自良図書館・伊自良美術館・伊自
良歴史民俗資料館 

文化・体育施設 

伊自良総合運動公園 

福祉施設 伊自良老人福祉センター 

伊自良南小学校 

伊自良北小学校 

伊
自
良
地
域 

教育施設 

伊自良中学校 

美山支所（旧美山町役場） 

西武芸出張所 

美山交番 

西武芸駐在所 

乾駐在所 

山県市北消防署 

官公庁施設 

クリーンセンター 

美山中央公民館 
文化・体育施設 

美山総合運動場 

福祉施設 美山老人福祉センター 

西武芸小学校 

富波小学校 

いわ桜小学校 

乾小学校 

美山中学校 

 

美
山
地
域 

教育施設 

山県高等学校 

（資料：H15都市計画基礎調査等） 
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導入編 上位計画の整理
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導入編 上位計画の整理
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導入編 上位計画の整理

1

17 3

21

区 分 平成 12年 平成 26年 

総人口 30,951 人 30,200 人 

 年少人口 4,703 人 4,040 人 

 生産年齢人口 20,303 人 18,210 人 

 老年人口 5,945 人 7,950 人 

世帯数 9,098 世帯 9,560 世帯 

就業者総数 15,959 人 16,100 人 

 第 1次産業 544人 300人 

 第 2次産業 7,407 人 6,140 人 

 第 3次産業 8,001 人 9,660 人 

6
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導入編 住民意向の整理

1

16 5

45

1,330

 

4 3

8

 

施策の満足度 ※上位を掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山県市の将来像 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 満足割合 不満割合 

自然環境（緑の豊かさ、水質等） 73.8％ 21.5％ 
上水道の整備状況や水質 56.5％ 24.8％ 
近所づきあい、市民同士のふれあい 59.5％ 26.6％ 
ごみやし尿の収集・処理 54.7％ 34.0％ 
生涯学習・文化・スポーツなどの施設・事業 43.8％ 28.7％ 
防犯施設（防犯灯等）の整備状況 29.4％ 53.5％ 
中心市街地や商店街の整備状況・利便性 29.9％ 56.4％ 
公園や広場、子供の遊び場 27.3％ 54.2％ 
まちづくりを担う人材の確保・育成 15.5％ 39.5％ 
地域経済対策（産業振興、雇用対策等） 13.6％ 47.4％ 

（注：満足割合は“満足”と“やや満足”の合計値。 
不満割合は“やや不満”と“不満”の合計値。） 
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導入編 住民意向の整理

今後の重点施策 ※上位を掲載

 

 

 

 

 
住まい周辺の土地・建物利用 

  

 

 

 

 

 

 

将来の土地利用

 
 

個別分野の方向性等

区 分 割合 
歩道や交通安全施設の整備 42.0％ 
高齢者や障害者に配慮した道路整備 35.9％ 
住宅の周りの生活道路の整備 30.5％ 
景観の美しい道路の整備 29.7％ 

道
路
環
境

周辺市町につながる幹線道路の整備 27.3％ 
河川や池、水路などの水質の保全 45.8％ 
資源ごみの回収と再利用 38.8％ 
森林や緑地、農地などの緑の保全 38.5％ 
過剰舗装の自粛など、ごみの減量化 31.4％ 

環
境
問
題

太陽や風など自然エネルギーの活用 18.2％ 
アンケートなどで多くの意見を聞く 45.6％ 
各種計画の情報提供を充実する 26.2％ 
自治組織の支援を強化する 21.1％ 
市長が要望を聞く懇談会を行う 20.5％ 

市
民
参
加

公募による市民の委員を入れる 19.5％ 
花いっぱい活動や清掃活動 33.0％ 
リサイクル活動や省資源活動 32.0％ 
自然保護愛護活動 29.6％ 
市や地区の各種行事 27.1％ 

し
た
い
活
動

市
民
参
加

交通安全・防犯・防災活動 24.5％ 

区 分 そう思う 思わない 

農地や森・林などの身近な緑の減少 45.6％ 46.2％ 
管理されていない農地・空地の増加 57.2％ 31.1％ 
空き地や廃屋の増加 32.3％ 58.2％ 

（注：そう思うは、“思う”と“少し思う”の合計値。 
思わないは、“あまり思わない”と“思わない”の合計値。） 
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導入編 住民意向の整理

8

フィールドワーク（まち歩き） 

 

全体会議

ワークショップ

プラン発表
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導入編 都市づくりの課題

P21 23

3

 
 

3

広域的視点に立った拠点整備と地域の均衡ある発展

自然と共生した住みよい居住環境づくり

地域産業の振興と交流の豊かな都市づくり

国道 256 号 

 

 

 

 

主要道路の交差点（市街地内） 
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導入編 都市づくりの課題

 

21

水栓バルブ製造工場

ふれあいバザール

 四国山香りの森公園・田園風景
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導入編 都市づくりの課題

 
 

新川の親水空間

武儀川

ハリヨ生息地（ハリヨ公園）
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区 分 都市の現状
アンケート調査結果（上段）

上位計画で示されている主な課題や事業（下段）
都市づくりの課題

○市民の 4人に 3人が本市を「住みよい」と感じている。 
○全体の約 8割が今後の「定住意向」を持っている。 
○「便利で快適に暮らせるまち」を将来像として望む意見
は全体で 3位（上位）。 

●居住機能 
（人口動向、住む場
に関する事項） 

○平成 12 年現在の総人口は 30,951 人である。構成比は年少
人口が約 15％、生産年齢人口が約 66％、老齢人口が約 19％
となっている。 

○市南部の平坦地では、若干の人口増加を示しているが、市
北部の山間地では人口減少が進んでいる。 

○年少人口の減少と老齢人口の増加が顕著である。 
○通勤者・通学者の流出入動向からして、岐阜市とのつなが
りの強さが伺える。 

○緑豊かな自然を生かした快適な都市近郊型住宅地の形成
［広域圏における高富地域の役割］ 

○岐阜市近郊の利便性と自然に恵まれた環境を活かし、広域的な住機
能を担うにふさわしい住宅地づくりを進める必要がある。 

○過疎化がみられる農山村地域では、生活環境の改善や新たな都市機
能の導入等を図り、活力維持に努める必要がある。 

○高齢化の進展に配慮し、施設のバリアフリー化やユニバーサルデザ
インの導入等、人にやさしいまちづくりを進める必要がある。 

○「中心市街地や商店街の整備状況、利便性」に対する満
足度は低い。 

○「自然の豊かさを活かしたまち」を将来像として望む意
見は全体で 4位（上位）。 
○市民の約7割が市政への参加に関心を持っている。 ●商業・交流機能 

（買い物、遊び、ふ
れあう場等に関す
る事項） 

○商店数は平成 14 年現在 327 店あるが、小規模店舗が大半を
占めており、近年、減少傾向にある。 
○国道 256 号沿道等では、郊外型店舗の立地がみられる。 
○自然・歴史的資源を活かした観光が盛んで、毎年約 20 万人
が観光客として訪れている。ふれあいバザール、伊自良湖、
四国山香りの森公園等で、特に観光客が多くなっている。 

○大桑城跡をはじめ、38 の指定文化財（有形）がある。 
○市民自らがまちの活性化を考える機会・場が増えている。 

○伊自良湖を中心としたレクリエーション地域の振興［広
域圏における伊自良地域の役割］ 

○恵まれた自然環境やキャンプ場等の施設を活かした観
光・レクリエーション地としての振興［広域圏における
美山地域の役割］ 

○まちの顔となる賑わいのある商業空間の創出 

○市外への購買流出を抑制するため、利用しやすい商店街づくりや、
幹線道路沿道での商業施設誘導等、有効な土地利用を進める必要が
ある。 
○商店街は、買い物の場としてだけでなく、コミュニティ形成や交流
の場として活用を図るため、福祉や観光施策と連携した取り組みに
努める必要がある。 
○交流人口の拡大を図るため、自然等を活かした山県市らしい観光資
源の開発や、受け入れ体制の充実を進める必要がある。 
○地域コミュニティを育成し、住民自らが考え、行動する官民共働の
まちづくりを進める必要がある。 

○「地域経済対策（産業振興、雇用対策など）」に対する施
策満足度は全体で最も低くなっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●工業機能 
（ものづくり、働く
場に関する事項） 

○機械器具、プラスチック製品、家具等の製造が中心の工業形
態である。 
○古くより製材業や水栓バルブ製造業が発達している（市中
部～北部を中心）。 
○零細企業が大半を占め、働く場は限られているため、市外へ
の若年労働力の流出が著しい。 
 

○東海環状自動車道の整備促進 
○県営産業団地の整備 
○工業製品及び林産加工品の供給地としての振興［広域圏
における美山地域の役割］ 
○インターチェンジ周辺での流通・サービス業の拠点づくり 

○バルブ加工等の地場産業の振興とともに、周辺の居住環境が悪化する
ことがないよう留意した産業環境づくりを進める必要がある。 
○地理的・自然的優位性や、東海環状自動車道インターチェンジの
設置効果等を活かしながら、新規企業を誘致し、職住のバランス
化を図る必要がある。 

○将来の土地利用の重要点は、「インターチェンジを含めた
拠点開発エリアの整備」が全体の 3位（上位）。 

  

●都市型の土地利用 

○市南部の 3,992ha の区域が都市計画区域に指定され、うち
315ha の区域が用途地域に指定されている。 

○宅地は市全体の土地利用の約 3％を占めている。 
○住宅と工場が混在する集落が各地でみられ、幹線道路沿道
では商業用地の集積がみられる。 

○市南部の国道 256 号沿道一帯は、特に都市型土地利用の集
積度が高く、市街地が形成されている。大門地区、谷合地
区等でも都市型土地利用のまとまりがみられる。 

○市街地内では、田、畑がまとまって残存しており、指定用途
地域と実際の土地利用との乖離もみられる。一方の市街地外
（市街地以北）では、スプロール的な開発動向がみられる。 

 

○インターチェンジ周辺での用途地域の拡大検討。 
○市街地内での計画的な宅地化。 
○既成市街地での土地利用の純化と実態を踏まえた用途見
直し。 

○市街地内に残存する低未利用地の利用促進を図り、都市に必要な各
種機能の強化に努める必要がある。 
○居住環境の保全や産業活動の効率化を図るため、住宅と工場の新た
な混在の抑制や、点在する工場の集約化等による用途純化に努める
必要がある。 
○地域間バランスを考慮し、各地域の生活利便性の向上に資する土地
利用を進める必要がある。 
○市街地や集落周辺での無秩序な宅地化の広がりを抑制する必要が
ある。特に、利便性の高い、岐阜市近接部や岐阜市に連絡する幹
線道路沿道一帯では、都市計画区域や用途地域の指定・拡大等に
より、宅地化を計画的にコントロールしていく必要がある。 

上位計画：県民協働宣言・岐阜地域第４次広域市町村圏計画・高富都市計画区域の整備、開発及び保全の方針・第 1次山県市総合計画 
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区 分 都市の現状
アンケート調査結果（上段）

上位計画で示されている主な課題や事業（下段）
都市づくりの課題

○「自然環境（緑の豊かさ、川や湖の水質、空気など）」に
対する満足度は突出して高い。 

○住まい周辺の土地に関して、「身近な緑が減ってきた」と
感じる市民が多い。 

○「自然と共生する美しいまち」を将来像として望む意見
は、全体で 2位となっている。 

○今後の重点施策及び将来の土地利用での重要点は、「自然
環境・緑の保全」が最も支持されている。 

●自然型の土地利用 

○田、畑、森林等の自然型土地利用は、市全体の土地利用の
9割以上を占めている。 
○自然型土地利用の約 85％を占める森林は、市中部から北部
にかけて広がっている。 
○市南部や河川沿い等に分布する農地は、農用地区域の指定
等により、保全・整備が図られている。 
○農業や林業を取り巻く情勢は厳しく、後継者不足や、農地・
森林の荒廃化・面積減少が問題となっている。 

○上下流域住民の協働による森林づくり 
○インターチェンジ周辺の山地における風致の維持 
○農産物供給地としての振興［広域圏における伊自良地域
の役割］ 

○農林業生産機能の維持・向上を図るとともに、生産環境と調和した
良好な集落居住環境づくりに努める必要がある。 
○森林は、公益的機能の発揮とともに、人と自然の共生に向け、地域
住民等と連携して保全・管理に努める必要がある。 
○なお、インターチェンジ周辺の森林については、積極的な保全を図
るための方策を検討する必要がある。 
○グリーンツーリズムの展開など、豊かな環境の多角的・柔軟な活用
に努める必要がある。 

○道路環境に関しては、「歩道や交通安全施設の整備」や「高
齢者や障害者に配慮した道路整備」が求められている。 

○今後の重点施策として「生活道路の整備」、「公共交通機
関の充実」が全体の 4位・5位（上位）となっている。 

●道路・交通 

○市の交通体系は、国道 2 路線、主要地方道 2 路線、一般県
道 5路線により構成されている。 
○国道 256 号と主要地方道関本巣線は、平日 1万台以上の交通
量があり、市街地内では朝夕の渋滞がみられる。 
○都市計画道路の整備率は低い。 
○市街地近隣では、東海環状自動車道及びインターチェンジ
の建設が計画されている。 
○山間地では、地形的な要因により道路網密度・循環性が低
く、災害時の孤立集落の発生が懸念される。 
○公共交通機関は、バスのみとなっている。 

○東海環状自動車道、地域高規格道路の整備 
○インターチェンジ設置等を見越した段階的・体系的な道
路交通ネットワークの形成 

○公共施設（道路等）におけるバリアフリー化の推進 

○市外の地域との広域的なまちづくりを進めるため、東海環状自動車
道や国道256 号等の広域幹線道路の整備を進める必要がある。 
○生活や産業の利便性を向上し、地域間の機能連携を進めるため、イ
ンターチェンジ周辺の道路網の整備や、市全体での循環性のある交
通ネットワークの形成に努める必要がある。 
○高齢化の進展を考慮し、安全・快適な交通環境づくりを進める必要
がある。 
○地域の重要な交通手段として、バス路線網の維持・充実を図る必要
がある。 

○「公園や広場、子供の遊び場」に対する満足度は低い。 
○将来の土地利用の重要点として「公園・広場などの整備・
充実」が全体の 2位となっている。 

●公園・緑地 

○市内には、都市公園として計画決定された公園は無い。 
○伊自良総合運動公園等、大規模な施設の整備は進んでいる
が、日常生活上の身近な公園や広場は不足している。 

○四国山香りの森公園等、市の特性である豊かな自然や、地
域資源を活かした施設が配置されている。 

○東海自然歩道の整備促進等による緑のネットワーク強化 
○四国山香りの森公園、大桑城跡等の景勝地の整備 
○自然を活かした多様な形態の公園・緑地の確保 

○地域間バランス等を考慮しながら、市民が身近で利用できる公園、
広場を計画的に確保していく必要がある。 

○広域的な利用を促進するため、特徴的な地域資源を活かした公園・
緑地の確保や、相互のネットワーク化（東海自然歩道の活用、サイ
クリングロード整備等）に努める必要がある。 

○「下水道」や「水質汚染などの公害」に対する満足度は
高くない。 
○環境問題への取り組みに対しては「河川や池などの水質
の保全」が最も求められている。 

●河川・下水道 

○生活排水による河川の水質汚濁が懸念されており、市街地で
は公共下水道事業が進められているが、整備率は低い。 
○河川は、鳥羽川、伊自良川、武儀川を主流として、16 本の
一級河川が流れている。これらは、治水面の整備が充分で
なく、増水時における氾濫・冠水が懸念されている。 

○鳥羽川等での改修と、公園・緑地間を結ぶ緑のネットワ
ークとしての整備 
○公共下水道を核とした水質保全対策の推進 
○危険箇所の改修や護岸整備、余暇空間としての活用 

○本市は水源に近く、公共用水域の水質保全上、重要な地域である。
このため、市街地での公共下水道事業の推進等、地域特性を考慮し
ながら、計画的に生活排水対策を進める必要がある。 
○河川については、利水、治水に考慮して、河川改修や排水路設置等
の整備を図る必要がある。 
○また、暮らしに潤いを与える空間として、親水機能や緑地機能を付
加していくことが望まれる。 

○今後の重点施策は、「医療体制の充実」が 2 位、「高齢者
福祉の充実」が 3位となっている。 
○「健康で安心して暮らせるまち」を将来像として望む意
見が全体で最も多くなっている。 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

●公共公益施設 

○官公庁、教育、文化等の暮らしを支える公共施設は、市役
所、伊自良支所及び美山支所の一帯で集積している。 
○大桑地区では、県立福祉施設や特別養護老人ホーム等の立
地がみられる。 
○ごみ処理はクリーンセンター、し尿処理は岐北衛生施設利用
組合岐北衛生センターで対応している。（いずれも市内施設） 

○岐阜市とのごみ処理広域化事業の推進 
○文化の発信地としての振興［広域圏における伊自良地域
の役割］ 

○福祉・スポーツ・レクリエーション地としての振興［広
域圏における高富地域の役割］ 

○市民の健康で文化的な暮らしを支援するため、地域間バランスや高
齢化の進展等を考慮しながら、身近な各種公共サービス機能を充実
してくことが必要である。 
○保健・福祉に関しては、大桑地区での施設集積を活かしながら、広
域的な拠点機能の強化に努める必要がある。 
○ごみ、し尿の処理施設等については、施設の適正な維持・管理とと
もに、周辺市町との連携のもと、需要に対応した機能の確保を図る
必要がある。 
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区 分 都市の現状
アンケート調査結果（上段）

上位計画で示されている主な課題や事業（下段）
都市づくりの課題

○「生活道路」、「公園や広場」、「下水道」、「宅地」等の住
宅周りの都市基盤に対する満足度は全体的に低い。 

○「中心市街地の整備状況、利便性」に対する満足度は低い。 

 ○土地区画整理事業等の面的整備の計画は無い。 
○市街地や集落では、細街路の存在や、都市基盤が未熟なま
までの宅地化の進行等、都市基盤上の問題・課題を有する
箇所がみられる。 

○市街地での宅地化促進のための計画的な社会基盤整備 
○インターチェンジ周辺での計画的な都市基盤整備 

○市街地内では、定住を促進するため、都市計画道路の整備等により、
都市基盤の水準を向上させる必要がある。 
○都市基盤上の問題・課題を有し、土地利用の整序が求められる箇所
や、新たな都市機能の導入を進める箇所等では、面的な都市基盤整
備を検討のもと、計画的な取り組みに努める必要がある。 
○特に、インターチェンジ周辺では、有効な土地利用を進めるために、
計画的な都市基盤整備の検討を行う必要がある。 

○住まい周辺の土地に関して、「空き地や管理されていない
農地が増えてきた」と感じる市民が多い。 

○将来の土地利用の重要点として、「まちの顔づくり」が全
体の 4位（上位）となっている。 

○市民が参加したい地域活動は、「花いっぱい活動や清掃活
動」が最も支持されている。 

  ○農地、森林、河川等、美しくのどかな景観を構成する要素
に恵まれている。 
○都市化が進む近年、道路沿道での屋外広告の乱雑化、農地・
森林の荒廃化、大規模建築物の違和感等、景観阻害要素が
目立つようになっている。 
○賑わい、元気な暮らしの風景という点に関しては、共有さ
れるイメージや存在感に欠ける部分がある。 

○山並み景観、里山景観等の優良な景観資源の保全・再生 
○幹線道路沿道での緑化や良好な河川景観の創出等、景観
に配慮した空間・構造物づくり 

○景観を悪化し、混乱させている要素の整序を図るとともに、自然
資源や歴史的資源の保全を図り、美しくのどかな郷土景観の維持
に努める必要がある。 
○まちの顔としてアピールできるシンボル的な景観づくり、市全体の
統一感のある景観づくり等、見られることを意識した取り組みを行
い、集客・交流のまちづくり等に活かすことが求められる。 
 

○今後の重点施策として、「防災対策の充実」が全体の 6位
（上位）となっている。 

 
 
 
 
 
 

○市街地や集落の一部では、緊急車両の通行が困難な細街路
がみられる。 

○市全体として、木造の建築物が多く、市街地内では老朽木
造住宅の密集が多少見受けられる。 

○急傾斜地崩壊危険区域や砂防指定地が数多く分布している。 
○近年、急傾斜地に隣接したり、排水条件の悪い地区での宅地
開発がみられる。 

○東海・東南海地震を中心とした総合防災体制の強化 
○細街路整備、耐震性向上、避難場所確保による市街地の
防災性能の向上 
○砂防・治水の推進 

○救急・消防活動の円滑化のため、細街路の改善や避難場所となる公
園等の確保に努める必要がある。 

○切迫性が高いといわれる東海・東南海地震等を想定し、防災上重要
な施設や一般建築物の耐震性・耐火性の向上を図るとともに、ライ
フラインの耐震性確保に努める必要がある。 

○災害危険箇所での宅地化抑制を図るとともに、砂防・治山事業や、
河川改修等の防災対策を進める必要がある。 

○ハザードマップ等による災害危険箇所の周知や、自主防災組織の活
性化等、ソフト施策の充実を図る必要がある。 
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